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［成果情報 名 ］加工 品の識別も可能な イ チゴ 「あまおう」の ＤＮＡ 品種識別

技術  

［要約］新たに開発 した レトロトランス ポゾン挿入部位多型 に由来するイチ

ゴ品種識別用 Ｄ Ｎ Ａ マ ー カ ー は、本 県育 成イチゴ品種「 あま おう（福岡 S6号）」

を 2種のマーカーを 用いることで主要な 他品種と識別できる 。また、ジ ャム等

ＤＮＡが細 断 化 さ れ や す い 加 工品でも品 種識別が可能である 。  
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［背景・ね ら い ］  

 本県 育 成の イ チゴ 品種 「 あま お う（ 福 岡 S6号 ） 」を は じめ とす る 日本 のイ

チゴ品種は、 海 外に おける違法栽培に加 え不正表示による 逆 輸入など が依然

として問題 と な っ て お り 、 そ の抑止力と なる品種識別技術の 重要性が益々高

まっている 。しかし 、既存の ＤＮＡ品種 識別 法の多くは比較 的高分子の ＤＮ

Ａマーカー を 複 数 組 み 合 わ せ て判定する ので、 ＤＮＡが細断 化 されやすい加

熱加工品等では判定 能力が低い。  

そこで、 イ チ ゴ ゲ ノ ム 中 の レトロトラン スポゾン挿入多型を 利用 して、加

工品の品種 識 別に も 適 用 可 能 なＤＮＡ品 種識別技術を 開発す る。  

 

［成果の内 容 ・ 特 徴 ］  

１．新たに 開 発 し た イ チ ゴ ゲ ノム におけ る レトロトランスポ ゾン挿入部位の

多型に由来する品種 識別マーカー は 、Ｐ ＣＲ増幅産物の有無 により判定で

き、「あ ま お う （ 福 岡 S6号）」であるか 否かは、 2種マーカ ー (「 Cl 310」

および「 Cl 322」 )の み で 識 別できる （ 表１）。  

 

２．従来よりも低分 子のマーカーなので 、 ＤＮＡが細断 化さ れやすいジャム

のような 加 工品の品 種識別にも有効であ る（図 １）。  

 

 

３．今回開 発 し た 10種 マ ー カ ーからなる 識別マーカーセット は、 主要な市場

流通品種 35品 種 を相 互 に 識 別できる。（ 表１）。  

 

［成果の活 用 面 ・ 留 意 点 ］  

１．開発し たＤＮＡ 品種識別 技術は、ペ ーパークロマトパス 法を用いた簡易

診断キッ トとして販 売されている 。  



約 100bp 

(低分子) 

［具体的デ ー タ ］  

表１ 「あまおう」およびイチゴ市場流通 35 品種の識別マーカーセットの増幅パターン  

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 加熱加工品（市販イチゴジャム）からの検出例 
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新規開発マーカー              既存 SSR マーカー 

約 250bp 

(高分子) 

1.Ａ社ジャム(痩果含む) 2.Ａ社ジャム(痩果除去)  

3.Ｂ社ジャム(痩果含む) 4.Ｂ社ジャム(痩果除去)  

5.イチゴ生鮮葉     6.水  

M.分子量マーカー 

注）No.A1 および A2：「あまおう」識別専用マーカーセット 

No.１～10：市場流通 35 品種識別用マーカーセット 

数値は、当該マーカーによる増幅断片が、0：ない、1：あることを示す。 


